
 

 

株式会社ソリトンシステムズ 2026年 3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Soliton SecureWorkspace V1.4.8 
リリースノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Soliton SecureWorkspace は、株式会社ソリトンシステムズ特許技術(特許第 6104447 号)を使用し
ています。 

Soliton SecureWorkspaceは、株式会社ソリトンシステムズの商標です。 

その他、本書に記載の会社名、製品名等は、各社の商標または登録商標です。 

本文中に ™、®、©は明記していません。 

 

© 2016 Soliton Systems K.K. 

 

 

 

 

 



 

 

目 次 

1 本書について ............................................................................. 5 

2 新機能 ........................................................................................ 6 

 V1.4.6からの新機能 ............................................................................. 6 

 V1.4.4からの新機能 ............................................................................. 7 

 V1.4.3からの新機能 ............................................................................. 7 

 V1.4.2からの新機能 ............................................................................. 8 

 V1.4.0からの新機能 ............................................................................. 8 

3 改善項目および変更項目 .......................................................... 10 

 3.1 改善項目 ..................................................................................... 10 

 V1.4.8での改善項目 ............................................................................................. 10 
 V1.4.7での改善項目 ............................................................................................. 10 
 V1.4.6での改善項目 ............................................................................................. 10 
 V1.4.5での改善項目 ............................................................................................. 11 
 V1.4.4での改善項目 ............................................................................................. 11 
 V1.4.3での改善項目 ............................................................................................. 12 
 V1.4.2での改善項目 ............................................................................................. 13 
 V1.4.1での改善項目 ............................................................................................. 14 
 V1.4.0での改善項目 ............................................................................................. 15 

 3.2 変更項目 ..................................................................................... 16 

 V1.4.8での変更項目 ............................................................................................. 16 
 V1.4.6での変更項目 ............................................................................................. 16 
 V1.4.4での変更項目 ............................................................................................. 16 
 V1.4.3での変更項目 ............................................................................................. 17 
 V1.4.2での変更項目 ............................................................................................. 18 
 V1.4.1での変更項目 ............................................................................................. 18 
 V1.4.0での変更項目 ............................................................................................. 19 

4 制約事項および注意事項 .......................................................... 21 

 4.1 制約事項 ..................................................................................... 21 

 4.2 注意事項 ..................................................................................... 22 



 

 

5 アップデート ........................................................................... 25 

 5.1 アップデート前の確認事項 ........................................................ 25 

 5.2 アップデート .............................................................................. 26 

 



 

- 5 - 

1 本書について 

いつも、株式会社ソリトンシステムズ オリジナルセキュリティ製品「Soliton SecureWorkspace」 
（旧製品名：WrappingBox）をご利用いただき、誠にありがとうございます。 

※WrappingBoxは V1.4.2へのバージョンアップの際に、製品名を「Soliton SecureWorkspace」に変
更しました。 

Soliton SecureWorkspace（以降、SecureWorkspace）は、プログラムの実行環境となる隔離領域を
コンピューター上に作成し、隔離領域内でのデータアクセスを監視、制御することにより、情報漏えいの
防止とコンピューター環境を保護する機能を提供する製品です。隔離領域内のプログラムが実行するファ
イル保存やレジストリ編集などの処理は、コンピューター上の実際の環境には影響を与えないように制御
されます。また、特許取得済み（特許第 6104447号）の技術により、Windowsで動作するアプリケーシ
ョンが、OSやアプリケーション間で行うデータ通信（COM経由でのデータ通信）も制御されます。 

本書は、SecureWorkspace V1.4.8での新機能、改善項目および変更項目、制約事項および注意事項、
V1.4.8へのアップデート方法について説明するリリースノートです。SecureWorkspaceの隔離領域内で
動作する SecureBrowser II（以降、SecureBrowser）に追加された新機能、改善項目および変更項目に
ついては、「Soliton SecureBrowser II リリースノート」の【ブラウザー機能】に記載されている内容
を参照してください。 

 

SecureWorkspace V1.4.8の隔離領域内で SecureBrowserを動作させるためには、バージョン
が「130.0.2849.39」以降のWebView2ランタイムが必要です。 

SecureBrowserを使用する場合は、常に最新バージョンのWebView2ランタイムがインストール
されているコンピューター環境を使用していただくことを推奨します。 

 

本書とその他の関連ドキュメントの内容に矛盾がある場合は、本書の内容にしたがってください。 

弊社のWebサイト（https://www.soliton.co.jp/）で、マニュアル、リリースノート、FAQ情報など
本製品に関する最新情報を提供していますので、あわせてご参照ください。 

 

https://www.soliton.co.jp/
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2 新機能 

SecureWorkspaceで新たに追加した機能について説明します。 

 V1.4.6からの新機能 

1. 初回ログイン時からユーザー名/パスワードを入力せずに自動ログインする機能を追加（KBWB021987） 

初回ログイン時からユーザー名/パスワードを入力せずに SecureWorkspace へ自動ログインする機能
を追加しました。 

この機能は、SecureGatewayの認証方式で「LDAP」を選択し、認証サーバーとして Active Directory
を使用している場合にのみ動作します。 

この機能を利用するためには、SecureGateway V2.0.5で追加された LDAP認証設定の[自動ログイン]
の設定で「有効にする」をチェックする必要があります。機能の詳細および注意事項については、「Soliton 
SecureGateway システム管理ページリファレンスマニュアル」を参照してください。 

2. SecureWorkspaceデスクトップの壁紙/背景色を変更する機能を追加（KBWB021977） 

SecureWorkspaceデスクトップの壁紙/背景色を、SecureGatewayのプロファイルに設定されている
壁紙/背景色に変更する機能を追加しました。この機能追加にともない、既存の壁紙についてもデザインを
更新しています。 

壁紙/背景色は、SecureGateway V2.0.5で追加された[壁紙]の設定で指定することができます。 

3. SecureWorkspaceデスクトップのサイズを変更できる機能を追加（KBWB021978） 

SecureWorkspaceデスクトップの最小化が許可されている場合は、SecureWorkspaceデスクトップ
の最小化だけでなくサイズの変更もできる機能を追加しました。 

4. タスクバーの ClearFolderアイコンから新規に ClearFolderを起動する機能を追加（KBWB021890） 

タスクバーに表示された ClearFolder アイコンの右クリックメニューに、ClearFolderを新規に起動で
きるメニューを追加しました。 

5. 接続先の SecureGatewayを指定して起動する機能を追加（KBWB021973） 

SecureWorkspaceに接続先の SecureGatewayを指定して起動する機能を追加しました。 

使用方法については、「Soliton SecureWorkspace ユーザーズガイド」の「付録 4 接続先の 
SecureGatewayを指定して起動」を参照してください。 

6. 外部コマンドによって SecureWorkspaceをログアウトさせる機能を追加（KBWB021891） 

外部コマンドによって起動中の SecureWorkspaceをログアウトさせる機能を追加しました。 

使用方法については、「Soliton SecureWorkspace ユーザーズガイド」の「付録 5 外部コマンドに
よるログアウト実行」を参照してください。 
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 V1.4.4からの新機能 

1. 隔離領域内に起動しているアプリケーションの画面を一括で非表示にできる機能を追加（KBWB021320） 

SecureWorkspace デスクトップのタイトルバーに表示されるアイコンをクリックすることで、隔離領
域内に起動しているアプリケーションの画面を一括で非表示にできる機能を追加しました。また、コンピ
ューターがロックされた際にも、隔離領域内で起動しているアプリケーションの画面を一括で非表示にす
るオプション機能を追加しました。 

この機能を利用するためには、SecureGateway V2.0.4 で追加された[隔離領域内アプリ画面を隠す]
の設定で「使用する」を選択する（オプション機能は[PCロック時に隔離領域内アプリ画面を隠す]をチェ
ックする）必要があります。 

2. ClearFolderに機能を追加 

ClearFolderに以下の機能を追加しました。 

 Windows標準のショートカットファイル(.lnk)対応（KBWB021264） 

Windows標準のショートカットファイル(.lnk)を ClearFolder上から開く動作に対応しました。 

ClearFolder 上でファイル/フォルダーへのショートカットを作成する際には、拡張子(.lnk)のショー
トカットファイルをファイル/フォルダーが存在するフォルダーに作成するようにしました。 

 アドレスバーへの直接入力対応（KBWB021265） 

アドレスバーにパスを直接入力して移動する動作に対応しました。 

パス部分をクリックした際にフォルダーごとに階層化した上位パスをドロップダウンリストとして表
示し、ドロップダウンリストのパスをクリックすると上位フォルダーへ移動できるようにしました。 

 SecureWorkspaceデスクトップへのドラッグ&ドロップ対応（KBWB021196） 

ClearFolder から SecureWorkspace デスクトップへのドラッグ&ドロップで、ファイルをコピーま
たは移動できるようにしました。 

 ネットワークフォルダーのクイックパス登録対応（KBWB021197） 

ネットワークフォルダーをクイックパスに登録できるようにしました。 

3. Soliton Browser Switching Toolに対応（KBWB021351） 

Soliton Browser Switching Toolによるブラウザー自動切り替えに対応しました。 

この機能は、Soliton Browser Switching Tool V1.0.1で対応しています。詳細については、「Soliton 
Browser Switching Tool 取扱説明書」を参照してください。 

 V1.4.3からの新機能 

1. 前回ログインした認証情報を使用して自動でログインする機能を追加（KBWB020782） 

前回ログインしたユーザー名/パスワードの認証情報を保持し、次回以降は保持している認証情報を使用
して自動でログインする機能を追加しました。 

この機能を利用するためには、SecureGateway V2.0.3 で追加された[ログインパスワード]の設定で
「保持する」を選択する必要があります。 

2. 印刷時にファイル出力するアプリケーションのファイル出力先を隔離領域内に制限する機能を追加 
（KBWB020535） 

Print Spoolerサービスを使用して印刷時にファイルを出力するアプリケーション（Microsoft Print to 
PDFなど）のファイル出力先を、隔離領域内に制限する機能を追加しました。 
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この機能を利用するためには、SecureGateway V2.0.3で追加された「作成された印刷データを隔離領
域内に保存する」の設定をチェックする必要があります。 

3. ClearFolderのコンテンツペインにキーボード入力による検索機能を追加（KBWB020625） 

ClearFolder のコンテンツペインで、フォルダー名やファイル名の先頭文字をキーボードから入力する
と該当するフォルダーやファイルに移動する機能を追加しました。 

4. Microsoft Office 2024に対応（KBWB020783） 

動作確認済みプログラムに Microsoft Office 2024を追加しました。 

 V1.4.2からの新機能 

1. 新しいファイラーとして ClearFolderを追加（KBWB019229） 

隔離領域内で扱うファイルを管理するための新たなファイラーとして ClearFolderを追加しました。 

 操作性を格段に向上 

Windows標準に近いデザインと操作性を実現することで、ユーザーが戸惑うことなくファイル操作を
行えます。 

 クイックパス機能 

SecureWorkspace デスクトップ、ダウンロードフォルダーへのショートカットのほか、ユーザーが
登録した任意のフォルダー、隔離領域内で最近使用したファイルへのショートカットを利用できます。 

 ネットワークフォルダー機能 

SecureGateway のプロファイルに登録したネットワークフォルダーが表示され、ClearFolder 上で
ネットワークフォルダー内のファイルを閲覧/編集/保存できます。 

2. 設定情報のインポート機能拡張（KBWB019642） 

管理者がリファレンス端末で設定した設定情報をインポートした環境でも、ユーザーがアプリケーショ
ン情報を編集できる機能を追加しました。 

ユーザーによるアプリケーション情報編集の許可/不許可は、管理者がリファレンス端末で設定できます。 

3. エキスパートモードをプロファイルで制御できる機能を追加（KBWB020069） 

管理者がリファレンス端末で設定していた[エキスパートモードを使用する]の設定項目を廃止し、以下
の設定の許可/不許可を SecureGatewayのプロファイルから SecureWorkspaceに適用できるようにし
ました。 

 登録アプリ動作中のログイン 

 SecureWorkspaceデスクトップの最小化 

この機能は、SecureGateway V2.0.2で対応しています。 

 V1.4.0からの新機能 

1. リモートデスクトップ機能を強化（KBWB017106） 

以下のようにリモートデスクトップ機能の強化を行いました。 

 接続先設定を管理する機能 

複数のリモートデスクトップ接続先情報や認証情報を管理する機能をもつリモートデスクトップ接続
ツールを追加しました。2 回目以降の接続時には、リモートデスクトップ接続ツールに保存されてい
る認証情報を使用して自動ログインできます。 
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 動作仕様を設定する機能 

リモートデスクトップ接続時の動作仕様（画面サイズ、リモートオーディオ、ローカルデバイス）を
リモートデスクトップ接続ツールで設定できます。 

ローカルデバイスについては、利用の可否やユーザーによる設定変更の可否を SecureGatewayのプ
ロファイルで制御できます（SecureGateway V2.0.0以降が必要です）。 

 ショートカットから起動する機能 

リモートデスクトップ接続ツールが隔離領域外に作成したショートカットから、WrappingBox のリ
モートデスクトップ機能を起動できるようにしました。ショートカットから起動することで、リモー
トデスクトップ接続するまでの操作回数を減らすことができます。 

2. SecureBrowser Proの起動メニューを非表示にできる機能を追加（KBWB017053） 

WrappingBox デスクトップ、および WrappingBox スタートメニューに表示される SecureBrowser 
Proの起動メニューを非表示にできる機能を追加しました。 

この機能を利用するためには、SecureGateway V2.0.0で追加された[SecureBrowser Proの起動]の
設定で「許可しない」を選択する必要があります。 

3. 外部アプリから SecureBrowserを起動する機能を追加（KBWB017192） 

外部アプリからの呼び出しによって、SecureBrowserを起動し任意のWebサイトを開くことができる
機能を追加しました。 

使用方法については、「Soliton WrappingBox ユーザーズガイド」の「付録 3 外部アプリからの
SecureBrowser起動」を参照してください。 
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3 改善項目および変更項目 

SecureWorkspaceの改善項目および変更項目について説明します。 

 3.1 改善項目 

 V1.4.8での改善項目 

1. ローカルから不正なコードが実行される脆弱性（KBWB022878） 

インストールフォルダーを標準のフォルダーから変更している場合に、システム権限で任意のコードが
実行される可能性がある脆弱性（CVE-2026-27653）を修正しました。 

2. SecureWorkspaceを使用中に BSoDが発生する場合がある（KBWB022869） 

SecureWorkspaceの内部的な動作ログが短時間に集中して出力されるような環境においてBSoDが発
生する場合がある問題を修正しました。 

 V1.4.7での改善項目 

1. 印刷データを隔離領域内に保存する設定がされている環境では Microsoft OneNote の仮想プリンターを
使用できないように修正（KBWB022642） 

プロファイルの[印刷]で「許可する」を設定し[作成された印刷データを隔離領域内に保存する]をチェ
ックしている環境では、隔離領域内で起動したアプリケーションから Microsoft OneNote の仮想プリン
ターを使用できないように修正しました。 

 V1.4.6での改善項目 

1. フォルダーリダイレクトを設定している環境で Officeファイルが保存できない（KBWB022289） 

Windows のフォルダーリダイレクトを設定している環境で、Office ファイルが保存できない問題を修
正しました。 

2. 設定ファイルをインポートした際に Microsoft Edge の実行ファイルのパスが正しく登録されない場合が
ある（KBWB022076） 

アプリケーション情報を含む設定ファイルをインポートした際に、Microsoft Edgeの実行ファイルのパ
スが Utilityのプログラム管理に正しく登録されない場合がある問題を修正しました。 

3. Windows 11環境で既定のアプリがリセットされる場合がある（KBWB021995） 

Windows 11の仕様変更によって、SecureWorkspaceや ClearFolderの起動時に「アプリの既定値が
リセットされました」というメッセージが表示され、既定のアプリがリセットされる場合がある問題を修
正しました。 
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4. ネットワークフォルダーを複数登録している環境でネットワークフォルダーにアクセスできなくなる場合
がある（KBWB021645） 

ネットワークフォルダーを複数登録している環境で、複数のネットワークフォルダーがファイルサーバ
ー側から切断された状態になると接続できるはずのネットワークフォルダーにもアクセスできなくなる場
合がある問題を修正しました。 

5. ネットワークフォルダー上にあるリンク先をショートカットから開けない場合がある（KBWB022425） 

SecureGateway のプロファイルに登録されているネットワークフォルダーのフォルダーパスとショー
トカットのリンク先パスで大文字小文字が異なる場合、ネットワークフォルダー上にあるリンク先をショ
ートカットから開けない問題を修正しました。 

6. ClearFolderでコンテンツを表示する処理のパフォーマンスを改善（KBWB022165） 

ClearFolderでコンテンツを表示する処理のパフォーマンス改善を行いました。 

 V1.4.5での改善項目 

1. 負荷分散構成の SecureGatewayに SecureWorkspaceからログインできない場合がある 
（KBWB022081） 

負荷分散構成のSecureGatewayにSecureWorkspaceからログインできない場合がある問題を修正し
ました。この問題は、以下のすべての条件に該当する場合に発生していました。 

 SecureGatewayを負荷分散構成にしている 

 SecureWorkspace V1.4.4を使用している 

 クライアント証明書認証を有効にしている 

 ネットワークフォルダー機能を設定していない（※） 

 リモートデスクトップ機能を使用していない（※） 

※ 当該機能が存在しない旧バージョンの SecureGatewayを使用している場合も該当します。 

既にこの問題が発生している環境では、SecureWorkspace を V1.4.5 へアップデート後、変更を反映
するためにコンピューターの再起動を行ってください。 

 V1.4.4での改善項目 

1. ユーザー名/パスワード間違いでログイン失敗後に<キャンセル>をクリックするとアプリケーションエラ
ーが発生する（KBWB021575） 

接続先の SecureGateway が 1 件のみ登録された設定情報をインポートした環境で、ユーザー名/パス
ワード間違いでログイン失敗後に<キャンセル>をクリックすると SecureWorkspace のアプリケーショ
ンエラーが発生する問題を修正しました。 

2. SmartOn IDの Pass機能を使用して SecureWorkspaceへシングルサインオンできない場合がある 
（KBWB021337） 

接続先の SecureGateway が 1 件のみ登録された設定情報をインポートした環境で、SmartOn ID の
Pass機能を使用して SecureWorkspaceへシングルサインオンできない場合がある問題を修正しました。 

3. ClearFolderの問題を修正 

ClearFolderで以下の問題を修正しました。 

 フォルダーの内容が表示されるまでに時間がかかる（KBWB021334） 

大量のファイルやフォルダーが存在するフォルダーにアクセスすると、フォルダーの内容が表示され
るまでに時間がかかる問題を修正しました。 
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 複数の ClearFolderを連続して起動するとクイックパスが消えてしまう（KBWB021163） 

クイックパスを登録している環境で、複数の ClearFolderを連続して起動すると登録されていたクイ
ックパスが消えてしまう問題を修正しました。 

 ファイルのアイコンが正常に表示されない場合がある（KBWB021100） 

SecureWorkspace デスクトップに正常に表示されているファイルのアイコンが、ClearFolder では
正常に表示されない場合がある問題を修正しました。 

 FileZen/FileZen Sへファイルをアップロードできなくなる場合がある（KBWB021741） 

FileZen/FileZen Sへファイルをアップロード後、アップロード画面を閉じる前にSecureWorkspace
が異常終了した場合、以降は FileZen/FileZen Sへファイルをアップロードできなくなる問題を修正
しました。 

 ネットワークフォルダーにアクセスできなくなる場合がある（KBWB021507） 

1台のコンピューターで複数のユーザーが SecureWorkspaceを使用している環境で、ネットワーク
フォルダーにアクセスできなくなる場合がある問題を修正しました。 

 サーバー名が先頭から重複するとネットワークフォルダーにアクセスできない（KBWB021752） 

サーバー名が先頭から重複するネットワークフォルダーが登録されているとネットワークフォルダー
にアクセスできない問題を修正しました。 

4. Officeアプリケーションのエクスポート機能使用時にファイルの種類が変更されない（KBWB021070） 

Officeアプリケーションのエクスポート機能使用時に、ファイルの種類を変更して「名前を付けて保存」
を実行してもファイルの種類が変更されない問題を修正しました。 

5. ゼッタリンクス社の Answer Box Creator Zの一部の機能が動作しない（KBWB021238） 

隔離領域内で起動したゼッタリンクス社の Answer Box Creator Zの一部の機能が動作しない問題を修
正しました。 

 V1.4.3での改善項目 

1. セキュリティアップデート（KBWB021222） 

CVE-2024-48510の対策を行いました。 

2. スマートアプリコントロールを有効にしている環境で SecureWorkspaceのインストールに失敗する 
（KBWB020988） 

Windows 11のスマートアプリコントロールを有効にしている環境で、SecureWorkspaceのインスト
ールに失敗する問題を修正しました。 

3. SecureWorkspaceでメモリリークが発生する場合がある（KBWB020959） 

SecureWorkspaceでメモリリークが発生する場合がある問題を修正しました。 

4. Mark II Recorderとの共存環境で Microsoft Edgeの操作ログが記録されない（KBWB020669） 

Mark II Recorderとの共存環境で、SecureWorkspaceの隔離領域内で起動した Microsoft Edgeの操
作ログが記録されない問題を修正しました。 

5. 印刷を許可している環境で Officeファイルの印刷ができない場合がある（KBWB020921） 

印刷を許可している環境で Officeファイルの印刷ができない場合がある問題を修正しました。 
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6. 一部のアプリケーションで隔離領域外に存在するファイルを開くことができる（KBWB020569） 

SecureWorkspace の隔離領域内で起動した一部のアプリケーションで「ファイルを開く」操作を行っ
た際、ClearFolder ではなく隔離領域外のファイル選択画面が表示され、隔離領域外に存在するファイル
を開くことができる問題を修正しました。 

7. ClearFolderのナビゲーションペインのクイックパス部分にスクロールバーが表示されない 
（KBWB020976） 

ClearFolder でクイックパスを複数登録しても、ナビゲーションペインのクイックパス部分にスクロー
ルバーが表示されない問題を修正しました。 

 V1.4.2での改善項目 

1. splwow64.exeのプロセスが起動しているとファイルを印刷できない場合がある（KBWB019670） 

WrappingBoxの隔離領域内および隔離領域外で、それぞれ splwow64.exeのプロセスが起動するファ
イルを開いている場合、どちらか一方のファイルが印刷できなくなる問題を修正しました。 

2. クライアント証明書が失効している場合に誤ったエラーコードが Utilityに出力される（KBWB020277） 

TLS 1.3を使用して通信を行っている環境で、クライアント証明書が失効している場合に誤ったエラー
コードが Utilityに出力される問題を修正しました。 

3. クライアント証明書の再取得に失敗する場合がある（KBWB019847） 

Windowsのユーザーセッションが複数存在する環境で、クライアント証明書の再取得に失敗して 
SecureGatewayに接続できず、SecureBrowserでWebサイトが閲覧できなくなるなどの現象が発生す
る問題を修正しました。 

4. 「WrappingBox サービスへのログインに失敗しました」が表示され WrappingBox にログインできない
場合がある（KBWB019767） 

IPv6アドレスを利用している環境で、WrappingBoxログイン時に「WrappingBoxサービスへのログ
インに失敗しました」のメッセージが表示され、ログインできない場合がある問題を修正しました。 

5. 隔離領域外で起動した VMware Workstationが正常に操作できない場合がある（KBWB020379） 

プロファイルの[隔離領域外への貼り付け]で「許可しない」を設定している、または[隔離領域外への貼
り付け]で「許可する」を設定し[テキストの貼り付けのみ許可する]をチェックしている環境で、
WrappingBoxを起動していると隔離領域外で起動した VMware社の VMware Workstationが正常に操
作できない場合がある問題を修正しました。 

6. 1度のログインでログインログが 2件出力される場合がある（KBWB020312） 

WrappingBox ログイン時に、1 度のログインで SecureGateway の syslog へログインログが 2 件出
力される場合がある問題を修正しました。 

7. 隔離領域内の画面キャプチャを許可していないWindows 11で、[PrintScreen]のキー操作によって 
Snipping Toolを起動できる場合がある（KBWB020405） 

プロファイルの[隔離領域外への貼り付け]で「許可しない」を設定している、または[隔離領域外への貼
り付け]で「許可する」を設定し[テキストの貼り付けのみ許可する]をチェックしている環境において、
Windows 11 で[PrintScreen キーを使用して画面キャプチャを開く]を「ON」に設定していると
[PrintScreen]のキー操作によって Snipping Toolを起動できる場合がある問題を修正しました。 
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 V1.4.1での改善項目 

1. ユーザー名にパーセント(%)が含まれているとアプリケーションエラーが発生する場合がある 
（KBWB018677） 

WrappingBox へログインするユーザー名にパーセント(%)が含まれていると、ログイン時またはログ
イン後の操作中にアプリケーションエラーが発生する場合がある問題を修正しました。 

2. ユーザー名にパーセント(%)が含まれていると個別プロファイルが適用されない（KBWB018907） 

WrappingBox へログインするユーザー名にパーセント(%)が含まれていると、個別プロファイルが適
用されない問題を修正しました。 

3. シングルクォーテーション(’)で括られたユーザー名ではログインに失敗する（KBWB018894） 

「’user’」のようにシングルクォーテーション(’)で括られたユーザー名では、WrappingBoxへのログイ
ンに失敗する問題を修正しました。 

4. マイフォルダーを起動している環境でアプリケーションエラーが発生する場合がある（KBWB017652） 

マイフォルダーを開く/閉じる際やマイフォルダー内のファイルを操作中に、アプリケーションエラーが
発生する場合がある問題を修正しました。 

この問題に対して V1.4.0で行った対策が不十分であったため、V1.4.1で再度対策を行いました。 

5. [隔離領域外からのデータ参照と貼り付け]を「許可しない」に設定していても隔離領域外のファイルを参
照できる場合がある（KBWB018638） 

プロファイルで[隔離領域外からのデータ参照と貼り付け]を「許可しない」に設定していても、隔離領
域外の特定フォルダーに存在するファイルを参照できる場合がある問題を修正しました。 

6. マルチディスプレイ環境でプログラムを囲うフレームの位置がずれる場合がある（KBWB018993） 

表示スケールを 100%以外に設定しているディスプレイや異なる解像度のディスプレイでマルチディス
プレイを構成している場合、隔離領域内で動作するプログラムを囲うフレームの位置がずれる問題を修正
しました。 

この修正にともない、複数のディスプレイを跨いで 1 つのプログラムを表示している場合は、プログラ
ムの表示領域が最も大きいディスプレイにのみフレームが表示されるようになります。 

7. ファイル名に全角のマイナス(−)が含まれているファイルを圧縮すると解凍に失敗する（KBWB018507） 

マイフォルダー内でファイル名に環境依存文字である全角のマイナス(−)が含まれているファイルを圧
縮すると、該当ファイルの解凍に失敗する問題を修正しました。 

8. Windows 11環境でメモ帳の表示対象ファイル一覧に「.txt」や「.log」などの拡張子が登録されない 
（KBWB016338） 

プロファイルの[表示対象ファイル]で「指定しない」を設定している場合、Windows 11環境でメモ帳
の表示対象ファイル一覧に「.txt」や「.log」などの拡張子が登録されない問題を修正しました。 

なお、Windowsの「既定のアプリ」で拡張子の関連付けを変更している環境では、表示対象ファイル一
覧に目的の拡張子が登録されない場合があります。この場合は、目的の拡張子を関連付けているプログラ
ムをプログラム管理に登録してください。 

9. FileZen Sへのファイルアップロードに連続して失敗すると FileZen Sにアクセスできなくなる場合があ
る（KBWB018553） 

マイフォルダー操作メニューの「FileZen Sにアップロード」を使用した FileZen Sへのファイルアッ
プロードに連続して失敗すると、FileZen Sにアクセスできなくなる場合がある問題を修正しました。 
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10. FileZen Sへファイルをアップロードできない場合がある（KBWB018188） 

WrappingBox へログインしているユーザーのパスワードに以下のいずれかの記号が含まれている場合、
マイフォルダー操作メニューの「FileZen Sにアップロード」を使用して FileZen Sへのファイルアップ
ロードを行っても、FileZen S へのログインに失敗しファイルのアップロードができない問題を修正しま
した。 

 スラッシュ(/)、円記号(¥)、ダブルクォーテーション(”) 

 V1.4.0での改善項目 

1. 隔離領域外で起動しているアプリケーションが異常終了する場合がある（KBWB017206） 

プロファイルの[隔離領域外への貼り付け]で「許可しない」を設定している、または[隔離領域外への貼
り付け]で「許可する」を設定し[テキストの貼り付けのみ許可する]をチェックしている環境で、
WrappingBox を起動していると隔離領域外で起動しているアプリケーションが異常終了する場合がある
問題を修正しました。 

2. 隔離領域外の Adobe Acrobat Reader DCを起動できない場合がある（KBWB017193） 

プロファイルの[隔離領域外への貼り付け]で「許可しない」を設定している、または[隔離領域外への貼
り付け]で「許可する」を設定し[テキストの貼り付けのみ許可する]をチェックしている環境で、
WrappingBoxを起動していると隔離領域外の Adobe Acrobat Reader DCを起動できない場合がある問
題を修正しました。 

3. マイフォルダーを起動している環境でアプリケーションエラーが発生する場合がある（KBWB017652） 

マイフォルダーを開く/閉じる際やマイフォルダー内のファイルを操作中に、アプリケーションエラーが
発生する場合がある問題を修正しました。 

4. メモ帳のタブを追加するとメモ帳が強制的に終了してしまう（KBWB017944） 

WrappingBoxを起動しているWindows 11環境で、メモ帳のタブを追加するとメモ帳が強制的に終了
してしまう問題を修正しました。 

5. ZIPファイルを展開できない場合がある（KBWB017174） 

マイフォルダー内の ZIPファイルを展開できない場合がある問題を修正しました。 

6. 多要素認証が必要な環境でWrappingBoxのログインに失敗する場合がある（KBWB016270） 

多要素認証が必要な環境でWrappingBoxのログインに失敗する場合がある問題を修正しました。 

7. Google Chromeでブックマークバーのブックマークが表示されなくなる場合がある（KBWB017280） 

WrappingBoxの隔離領域内で起動した Google Chromeで、ブックマークバーのブックマークが表示
されなくなる場合がある問題を修正しました。 

8. 表示する文字の大きさを変更した環境で一部の文字が見切れて表示される（KBWB017572） 

Windows の[設定]-[簡単設定]で文字を大きく表示するように変更した環境で、一部の文字が見切れて
表示される問題を修正しました。 

9. FileZen Sへのファイルアップロードに失敗する（KBWB017302） 

FileZen Sで[アップロード毎のサイズ制限]を 2,048MB以上に設定している場合、WrappingBoxから
FileZen S へのファイルアップロード時に「FileZen S へのログインに失敗しました」のエラーメッセー
ジが表示され、ファイルのアップロードに失敗する問題を修正しました。 
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10. タッチパッドで行う操作が正常に動作しない（KBWB018621） 

タッチパッドで行うスクロール、ピンチイン、ピンチアウトなどの操作が正常に動作しない問題に対応
しました。 

 3.2 変更項目 

 V1.4.8での変更項目 

1. SecureWorkspaceのインストールフォルダーを変更できないように変更（KBWB022883） 

V1.4.7 以前ではインストール時にインストールフォルダーを変更できましたが、V1.4.8 以降ではイン
ストールフォルダーを変更できないようにしました。 

SecureWorkspaceは、以下のように Program Files (x86)フォルダー配下へインストールされます。 

C:¥Program Files (x86)¥Soliton WrappingBox 

なお、SecureWorkspace を標準のフォルダー以外にインストールしている環境からアップデートした
場合は、アップデート時にインストールフォルダーが上記フォルダーに自動で変更されます。アップデー
ト時の制約事項については、「5.1 アップデート前の確認事項」を参照してください。 

 V1.4.6での変更項目 

1. VPN接続を行っている環境でも隔離領域内の Microsoft Edge/Google Chromeを利用できるよう変更 
（KBWB022229） 

VPN接続を行っているコンピューター環境でも、隔離領域内の Microsoft Edge/Google Chromeを利
用できるようにしました。 

2. IEモード利用時にダウンロードしたファイルをダウンロードフォルダーに保存するように変更 
（KBWB021989） 

隔離領域内で Microsoft Edgeの IEモード利用時に、ダウンロードしたファイルをダウンロードフォル
ダーに保存するようにしました。 

3. Windows 11環境で隔離領域外のメモ帳が保持している内容は隔離領域内で起動したメモ帳に表示しない
ように変更（KBWB020975） 

Windows 11環境のメモ帳で[メモ帳の起動時]設定が「前のセッションを続行」（デフォルト）の場合、
メモ帳を保存せずに終了しても編集中の内容が保持され次回起動時に保持している内容が再表示されます
が、この設定に関わらず隔離領域外のメモ帳が保持している内容は隔離領域内で起動したメモ帳に表示し
ないように変更しました。 

4. エラーメッセージの変更（KBWB022010） 

エラー発生時に表示されるメッセージの見直しと変更を行いました。 

 V1.4.4での変更項目 

1. 登録されているアプリケーションが稼動中でログインに失敗した場合、SecureWorkspace を再起動せず
にログインできるよう変更（KBWB021288） 

プロファイルの[登録アプリ動作中のログイン]に「許可しない」が設定されている環境で、登録されて
いるアプリケーションが稼動中でログインに失敗した場合、ログイン画面に表示される<リトライ>のボタ
ンをクリックすることで SecureWorkspaceを再起動せずにログインできるよう変更しました。 
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2. Microsoft Edge/Google Chromeの fileスキームによるアクセスを限定（KBWB021625） 

隔離領域内で動作する Microsoft Edge/Google Chromeの fileスキームによるアクセスが、マイフォ
ルダーまたはネットワークフォルダー配下に限定されるように変更しました。 

3. 隔離領域内で起動しようとしたアプリケーションが隔離領域外で稼動中だった場合に表示されるメッセー
ジを変更（KBWB021434） 

隔離領域内で起動しようとしたアプリケーションが隔離領域外で稼動中だった場合に、以下のメッセー
ジが表示されるように変更しました。 

<アプリ名>の起動に失敗しました。 
隔離領域外でプログラムが動作していないか確認してください。 

4. コマンドプロンプトをモード混在チェックの対象外に変更（KBWB021321） 

コマンドプロンプト（cmd.exe）をモード混在チェックの対象外に変更しました。 

この変更により、隔離領域の内/外どちらかでコマンドプロンプトが稼動中であっても、もう一方でコマ
ンドプロンプトを起動できるようになりました。 

5. 実行ファイルの存在が確認できないアプリケーションをUtilityのプログラム管理から自動で削除しないよ
うに変更（KBWB021444） 

登録されているアプリケーションの実行ファイルの存在が確認できなくても、Utility のプログラム管理
から対象のアプリケーション（および SecureWorkspaceデスクトップのショートカット）を自動で削除
しないように変更しました。 

 V1.4.3での変更項目 

1. Windows のポリシー設定で「svchost.exe 軽減オプションを有効にする」が有効になっている場合はロ
グインできないように変更（KBWB020913） 

Windows のポリシー設定の「svchost.exe 軽減オプションを有効にする」が有効になっている環境で
は SecureWorkspace が正常に動作しないため、「svchost.exe のプロセス軽減オプションが有効になっ
ています」というメッセージを表示し SecureWorkspaceにログインできないようにしました。 

2. SecureWorkspaceデスクトップを最小化しても共有フォルダーを閉じないように変更（KBWB020589） 

プロファイルの[SecureWorkspace デスクトップの最小化]に「許可する」が設定されている環境で、
共有フォルダーを起動した状態で SecureWorkspaceデスクトップを最小化しても、共有フォルダーを閉
じないように動作を変更しました。 

3. フォルダーの選択画面でフォルダーをダブルクリックした際はフォルダー配下へ移動するように変更 
（KBWB020925） 

Google ドライブへのフォルダーアップロードなどで ClearFolder 上からフォルダーを選択する際、ダ
ブルクリックでフォルダーを決定していた動作をダブルクリックでフォルダー配下へ移動するように動作
を変更しました。 

4. ファイルを保存する際に拡張子を自動補完するように変更（KBWB020877） 

ファイルを開いているアプリケーションから「名前を付けて保存」操作を行い ClearFolder上でファイ
ル名を指定して保存する際、拡張子が指定されなかった場合またはファイルの種類に基づいた拡張子が指
定されていなかった場合はファイルの種類に基づいて拡張子を自動補完して保存するようにしました。 
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 V1.4.2での変更項目 

1. 製品名を Soliton SecureWorkspaceに変更（KBWB019693） 

製品名をWrappingBoxから Soliton SecureWorkspaceに変更しました。 

2. マイフォルダーの機能を ClearFolder内に統合（KBWB019229） 

マイフォルダーのコンポーネントを廃止し、マイフォルダーの機能を ClearFolder内に統合しました。 

ファイラーがマイフォルダーから ClearFolderに切り替わったことによる動作の相違点や注意事項につ
いては、「4.2 注意事項」の「ClearFolderでの注意事項について」を参照してください。 

3. 隔離領域内で動作するアプリケーションのファイル参照先を隔離領域内に固定（KBWB019153） 

SecureWorkspace の隔離領域内で動作するアプリケーションのファイル参照先を、隔離領域内に固定
しました。ファイル参照先として ClearFolderが表示されます。 

なお、SecureWorkspaceの隔離領域内で動作する SecureBrowserでは、プロファイルの[ファイルの
アップロード元の選択]の設定に関係なく、常に ClearFolderをファイルのアップロード元として使用する
ようになります。隔離領域外にあるファイルをアップロードする必要がある場合は、プロファイルの[隔離
領域外からのデータ参照と貼り付け]を許可し、隔離領域外のファイルを ClearFolderにコピーしてからア
ップロードを行ってください。 

4. ログアウト時に隔離領域内のファイルを保存する動作を変更（KBWB019229） 

隔離領域内のファイルは、プロファイルの[ログアウトしてもマイフォルダーにファイルを保持]の設定
にしたがい、ログアウト時にすべてのファイルを保持する、またはすべてのファイルを削除するように動
作を変更しました。 

この変更にともない、マイフォルダー内にファイルが存在する状態でログアウトした場合に表示される
ファイルの保存確認画面（SecureFileにアップロード/マイフォルダーに保持/削除を選択する画面）は廃
止しました。 

5. 最終ログイン日からの経過日数によって自動でログアウトする動作を変更（KBWB020173） 

プロファイルの[最終ログイン日からの経過日数でログアウト]が設定されている場合は、 
SecureWorkspace デスクトップのタイトルバーに自動でログアウトする予定日時を表示し、予定日時が
到来した際は確認メッセージの表示は行わず即座にログアウトが実行されるように動作を変更しました。 

また、プロファイルの[ログアウトしてもマイフォルダーにファイルを保持]に「保持しない」が設定さ
れている環境では、自動でログアウトするまでの残り時間が 3時間、1時間、10分、3分になったそれぞ
れのタイミングでファイルの退避と再ログインを促す通知メッセージを表示するようにしました。 

 V1.4.1での変更項目 

1. DataExchangeHost.exeのプロセスが起動していてもWrappingBoxへログインできるように変更 
（KBWB018672） 

V1.4.0 以前では DataExchangeHost.exe のプロセスが起動している間は WrappingBox へログイン
できませんでしたが、V1.4.1以降ではログインできるように変更しました。 

2. WrappingBoxを管理者権限で起動しても正常に動作するように変更（KBWB018908） 

WrappingBoxを管理者権限（ビルトインアカウント「Administrator」を除く）で起動しても、正常に
動作するように変更しました。 
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V1.4.1以降では、以下のような状況で起動されてもWrappingBoxを使用できます。 

 WrappingBoxを「管理者として実行」で起動する 

 ユーザーアカウント制御（UAC）が無効なWindows環境に管理者権限のユーザーでログインし、
WrappingBoxを起動する 

以下の状況で起動された場合のみ、エラーメッセージを表示しWrappingBoxの起動を中止します。 

 ローカル/ドメインのビルトインアカウント「Administrator」または「Guest」で Windows に
ログインし、WrappingBoxを起動する 

3. 最大化表示しているプログラムのフレームの太さを変更（KBWB018654） 

隔離領域内で動作するプログラムを最大化表示している間は、プログラムの画面を囲うフレームを非最
大化表示時より細く表示するように変更しました。 

常時最大化表示されるWrappingBoxデスクトップには、常に細いフレームが表示されます。 

 V1.4.0での変更項目 

1. WrappingBoxを管理者権限で起動できないように変更（KBWB018629） 

WrappingBoxを管理者権限で起動できないようにしました。 

以下のような状況でWrappingBoxが起動された場合は、エラーメッセージを表示しWrappingBoxの
起動を中止します。 

 ローカル/ドメインのビルトインアカウント「Administrator」でWindowsにログインし、 
WrappingBoxを起動する 

 WrappingBoxを「管理者として実行」で起動する 

2. Windows on ARM環境にはWrappingBoxをインストールできないように変更（KBWB016877） 

サポート対象外のWindows on ARM環境では、インストーラーを実行した際にエラーメッセージを表
示し、WrappingBoxをインストールできないようにしました。 

3. ログイン画面にクライアント証明書の警告/エラーメッセージを表示するように変更（KBWB017052） 

クライアント証明書認証が有効な環境で WrappingBox へログインする際、前回ログイン時に使用した
クライアント証明書の有効期限が近い/有効期限が切れている、またはクライアント証明書が存在しない場
合は、ログイン画面にクライアント証明書の警告/エラーメッセージを表示するようにしました。 

4. SecureGatewayの接続可能アプリバージョンに対応（KBWB017270） 

SecureGateway で指定されたバージョン未満の場合、SecureGateway に接続できないようにする機
能に対応しました。 

この機能を利用するためには、SecureGateway V2.0.0で追加された[接続可能アプリバージョン]でバ
ージョンを指定する必要があります。 

5. マイフォルダーと共有フォルダーの画面表示仕様を変更（KBWB017194） 

マイフォルダーと共有フォルダーの画面を対象として、どちらかの画面を起動した際にもう一方の画面
が既に起動中であれば、起動した画面を最前面に表示し、もう一方の画面をその次（WrappingBox デス
クトップの裏に隠れないよう）に表示するよう画面表示仕様を変更しました。 

6. SecureDesktop Clientの接続先情報を保持するように変更（KBWB017115） 

WrappingBoxからログアウトする際、WrappingBox内で使用した SecureDesktop Clientの接続先
や解像度設定の情報は削除せず、設定情報を保持するように動作を変更しました。 
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7. WrappingBox と単体製品の SecureBrowser が共存してしまった環境でアンインストールが行えるよう
に変更（KBWB017373） 

通常はWrappingBoxと単体製品の SecureBrowserが共存できないようにインストーラーが制御を行
いますが、インストーラーの実行タイミングによってはWrappingBoxと単体製品の SecureBrowserを
両方インストールできてしまう場合があります。 

このような場合に、WrappingBox および SecureBrowser のアンインストールを行うことができなか
ったため、以下の手順でアンインストールを行えるようにしました。 

1. 先にアンインストールする製品の「修復インストール」を行ってください。修復時にファイルを要求
するダイアログが表示された場合は、インストール時に使用したインストーラーを指定してください。 

2. 先にアンインストールする製品の「アンインストール」を行ってください。 

3. 残った製品の「修復インストール」を行ってください。修復時にファイルを要求するダイアログが表
示された場合は、インストール時に使用したインストーラーを指定してください。 

4. 残った製品の「アンインストール」を行ってください。 

 

※この変更は、WrappingBoxが V1.4.0以降、単体製品の SecureBrowserが V2.0.5以降で対応してい
ます。修復インストール/アンインストールの方法については、各ユーザーズガイドもあわせて参照して
ください。 

 



 

- 21 - 

4 制約事項および注意事項 

SecureWorkspace V1.4.8での制約事項および注意事項について説明します。 

 4.1 制約事項 

1. SecureWorkspace の隔離領域内でコンソールアプリケーションを起動すると隔離領域内で動作中を示す
フレームが表示されない（KBWB002206） 

SecureWorkspaceの隔離領域内で動作するコンソールアプリケーション（cmd.exe, powershell.exe
等）に対し隔離領域内で動作していることを示すフレームが表示されません。 

2. SecureWorkspaceログアウト時、エクスプローラーでエラーが発生する場合がある（KBWB001664） 

SecureWorkspaceログアウト時、エクスプローラーのエラーメッセージが表示される場合があります。 

エラーが表示された場合は、メッセージにしたがいダイアログを閉じることで、自動的にエクスプロー
ラーの再起動が行われます。 

3. [ネットワーク制御]を「使用する」に設定している場合、一部の Javaアプレットが動作しない場合がある
（KBWB001710） 

プロファイルで[ネットワーク制御]を「使用する」に設定している場合、一部の Javaアプレットが動作
しないため、Webページが表示できない場合があります。 

4. [ネットワーク制御]を「使用しない」に設定している場合、ファイルシステムミニフィルタと共存すると
SecureWorkspace の隔離領域内で起動したアプリケーションでネットワークフォルダーの参照時にアプ
リケーションがハングアップする場合がある（KBWB001757） 

プロファイルで[ネットワーク制御]を「使用しない」に設定している場合、ファイルシステムミニフィ
ルタと共存時、SecureWorkspace の隔離領域内で起動したアプリケーションからネットワークフォルダ
ーなどを参照すると、アプリケーションがハングアップする場合があります。 

この問題が発生する場合は、SecureWorkspace の隔離領域外で利用者端末にコピーした後、
SecureWorkspace の隔離領域内で起動したアプリケーションから開いてください。エクスプローラーな
どでコピーを行う場合は、SecureWorkspace隔離領域外で開かないこと、SecureWorkspaceを終了し
たらコピーしたファイルも削除するなど十分注意してください。 

この問題については、マイクロソフト社から以下の KBが公開されています。 

https://learn.microsoft.com/ja-JP/troubleshoot/windows-client/performance/applications-fr
eeze-concurrently-access-file-network-drive 

回避策として提示されているオフラインファイルを無効にした場合の影響につきましては、マイクロソ
フト社にお問い合わせください。 

5. IMEツールを起動していると SecureWorkspaceにログインできない 
（KBWB001373、KBWB001981、KBWB002343） 

IME ツール（imjpdct.exe）を起動した状態で SecureWorkspace にログインできません。また、
SecureWorkspaceにログインした状態で SecureWorkspaceの隔離領域内/外を問わず IMEツールを起
動することはできません。 

 

https://learn.microsoft.com/ja-JP/troubleshoot/windows-client/performance/applications-freeze-concurrently-access-file-network-drive
https://learn.microsoft.com/ja-JP/troubleshoot/windows-client/performance/applications-freeze-concurrently-access-file-network-drive
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6. ウィンドウの自動整列をオフにしている場合、デスクトップ上部に移動したウィンドウに対する枠のうち、
縦フレームが正しく表示されない場合がある（KBWB002399） 

ウィンドウの自動整列をオフにしている場合、デスクトップ上部に移動したウィンドウに対する
SecureWorkspace 隔離領域内動作を示すフレームのうち、縦フレームが正しく表示されない場合があり
ます。 

デフォルト設定では自動整列はオンですが、オフに変更されている可能性があります。以下の設定によ
り設定をオンにして使用してください。 

設定の[システム]-[マルチタスク]の「ウィンドウを画面の横または隅にドラッグしたときに自動的に
整列する」をオンにする。 

7. 上位プロキシでプロキシ認証設定がされていると「このサイトのセキュリティ証明書の取り消し情報は使
用できません。」が表示される（KBWB002197） 

SecureGateway のプロキシサーバー設定で[外部プロキシを使用する]を有効にし、認証を必要とする
プロキシサーバーを使用する場合、Webサイトの閲覧時に「このサイトのセキュリティ証明書の取り消し
情報は使用できません」というセキュリティの警告ダイアログが表示される場合があります。 

この現象が発生しても Web サイトの閲覧は可能ですが、Web サイトで操作を行うたびに同じダイアロ
グが表示され続けます。 

8. インストールされている.NET Frameworkのバージョンによってインストールが中断される 
（KBWB003005） 

.NET Frameworkの不具合が影響し、SecureWorkspaceが正常に動作しない状況が確認されたため、
インストール時にセキュリティ更新プログラムの適用状況を確認するようにしました。 

必要なセキュリティ更新プログラムが適用されていない場合はSecureWorkspaceのインストールが中
断されます。セキュリティ更新プログラムを適用後、SecureWorkspaceのインストール（アップデート）
を行ってください。 

セキュリティ更新プログラムの詳細につきましては、マイクロソフト社の以下情報を参照してください。 

https://devblogs.microsoft.com/dotnet/net-framework-may-2018-preview-of-quality-rollup/ 

9. 隔離領域内からユニバーサル Windows プラットフォーム（UWP）アプリへのドラッグ&ドロップ操作は
動作しない（KBWB018672） 

隔離領域内からユニバーサル Windows プラットフォーム（UWP）アプリへの、ファイルやデータの
ドラッグ＆ドロップ操作は動作しません。 

10. ユーザーアカウント制御（UAC）が無効な環境では隔離領域内の「管理者として実行」する機能が正常に
動作しない（KBWB018908） 

ユーザーアカウント制御（UAC）が無効なWindows環境では、SecureWorkspaceスタートメニュー
内のプログラムアイコンの右クリックメニューに表示される「管理者として実行」の機能は正常に動作し
ません。 

 4.2 注意事項 

1. シマンテック社の Symantec Endpoint Protectionの「プロアクティブ脅威防止」に SecureWorkspace
コンポーネントが検出される場合がある（KBWB001682） 

Symantec Endpoint Protectionと共存する環境で、SecureWorkspaceコンポーネントが「プロアク
ティブ脅威防止」に検出される場合があります。 

検出された場合は、SecureWorkspace インストールフォルダー内の SecureAgent.exe,（64 ビット
OSの場合は SecureAgent64.exe）と SandboxMain.exeを、Symantec Endpoint Protectionの除外
設定に追加してください。 

https://devblogs.microsoft.com/dotnet/net-framework-may-2018-preview-of-quality-rollup/
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2. [ネットワーク制御]を「使用しない」に設定している場合、WebDAV経由でのファイルアクセスがオリジ
ナルファイルに対して行われ保護されない（KBWB001789） 

プロファイルで[ネットワーク制御]を「使用しない」に設定している場合、SecureWorkspace 隔離領
域内で起動したアプリケーションから WebDAV 経由で WebDAV サーバーのファイルにアクセスすると、
オリジナルのファイルに対しアクセスが可能となります。そのため、アプリケーションから保存を行うと、
通常の SecureWorkspaceと動作が異なり上書き保存され、SecureWorkspace終了時に変更が破棄され
ません。 

3. [隔離領域外への貼り付け]を「許可しない」に設定している場合、PowerPointで右クリックメニューが表
示されない場合がある（KBWB001712） 

プロファイルで[隔離領域外への貼り付け]を「許可しない」に設定している場合、SecureWorkspace
の隔離領域内で動作する PowerPoint では、右シングルクリックからのポップアップメニューが表示され
ない場合があります。ポップアップメニューが表示されない場合は、右ダブルクリックを実行してくださ
い。 

4. ユニバーサル Windows プラットフォーム（UWP）アプリはサポート対象外（KBWB001946） 

ユニバーサル Windows プラットフォーム（UWP）アプリは SecureWorkspaceランチャー機能に追
加できません。 

ランチャーにはデスクトップアプリケーションのみを登録してください。 

5. SecureWorkspace隔離領域内において Officeアプリケーションはオフラインモードで動作する 
（KBWB002400） 

SecureWorkspace隔離領域内で動作するOfficeアプリケーションはオフラインモードで動作するため
一部機能が制限されます。制限される機能の一部として以下のような例があります。 

 [オンライン画像]、[オンライン ビデオ]、[オンライン オーディオ]等のオンラインコンテンツを
利用できない 

 特定の操作を実行しようとすると、「この機能は管理者によって無効にされています。」というエ
ラーメッセージが表示される 

6. ショートカットからのリモートデスクトップ接続時にユーザー名が自動で補完される場合がある 
（KBWB017468） 

ショートカットからのリモートデスクトップ接続時にリモートデスクトップ接続ツールの接続先設定に
同じ接続先の設定が存在しないと、以下のように資格情報入力画面のユーザー名が自動で補完される場合
があります。 

 コンピューターにドメインアカウントでログインしている環境 

コンピューターにログインしているドメインアカウントが補完されます。 

 コンピューターにローカルアカウントでログインしている環境 

SecureWorkspace にログイン中で、かつログイン中にリモートデスクトップ接続していた場合、前
回リモートデスクトップ接続したユーザー名が補完されます。 

7. ClearFolderでの注意事項について 

V1.4.2でファイラーがマイフォルダーから ClearFolderに切り替わったことで、以下のような動作に関
する相違点や注意事項があります。 

 ClearFolderではすべての拡張子のファイルが表示される（KBWB019229） 

プロファイルの[表示対象ファイル]の設定有無に関わらず、ClearFolder ではすべての拡張子のファ
イルが表示されます。 

[表示対象ファイル]の設定は、共有フォルダー（SecureFile連携時に利用可能）にのみ適用されるた
め、ClearFolder から共有フォルダーにアップロードするファイルに表示対象外のファイルが含まれ
ていると、アップロードに成功しても共有フォルダーにファイルが表示されない、またはアップロー
ドに失敗する場合があります。 
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 共有フォルダーからドラッグ＆ドロップでファイルをダウンロードできない（KBWB019229） 

共有フォルダー（SecureFile 連携時に利用可能）のファイルは、ドラッグ&ドロップで ClearFolder
へダウンロードすることはできません。共有フォルダーのファイルの右クリックメニューから[ダウン
ロード]を実行することで、ClearFolderへファイルをダウンロードできます。 

 「ファイルを開く」「名前を付けて保存」で表示される画面が ClearFolderになる（KBWB019153） 

隔離領域内で動作しているアプリケーションでは、「ファイルを開く」を実行したときに表示される参
照画面が ClearFolderになるため、隔離領域外にあるファイルは開くことができません。隔離領域外
にあるファイルを開く必要がある場合は、プロファイルの[隔離領域外からのデータ参照と貼り付け]
を許可し、ファイルを隔離領域外から ClearFolderへコピーしてから開いてください。 

また、「名前を付けて保存」を実行したときに表示される保存画面も ClearFolder になるため、
Microsoft Office などのアプリケーション標準の保存画面にあるファイルプロパティの変更や暗号化
は設定できません。 

 Microsoft Officeの「開く」メニューに OneDriveなどのオンラインサービスは表示されない 
（KBWB019953） 

隔離領域内で動作しているアプリケーションは隔離領域外のファイルを開くことができないように制
御されているため、Microsoft Officeの「開く」メニューに OneDriveなどのオンラインサービスや
最近使ったアイテムは表示されません。 

 ネットワークフォルダー機能が動作しない環境がある（KBWB023252） 

ファイルサーバーが DFS（名前空間）や MS-DFSC の DFS Referral を使用している環境では、
ClearFolderのネットワークフォルダー機能は動作しません。 

弊社では、以下の環境でネットワークフォルダー機能が動作しないことを確認しています。 

 Windows DFS（名前空間）環境 

 Nutanix Files環境 
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5 アップデート 

SecureWorkspace V1.4.8へのアップデート手順について説明します。 

SecureWorkspaceへは、WrappingBoxから直接アップデートすることもできます。 

SecureWorkspace V1.4.8に直接アップデートできるバージョンは、WrappingBox V1.2.0以降とな
ります。 

 5.1 アップデート前の確認事項 
 SecureWorkspace の隔離領域内で SecureBrowser を動作させるためには WebView2 ランタ

イムが必要です。コンピューターにWebView2ランタイムがインストールされていない場合は、
アップデート前に WebView2 ランタイムをインストールしてください。WebView2 ランタイム
の入手方法については、弊社の SecureWorkspaceダウンロードサイトを参照してください。 

 WrappingBox/SecureWorkspaceにログインしている場合はログアウトしてください。 

 

インストールフォルダーを標準のフォルダーから変更している場合、V1.4.8 以降へアップデートする
と SecureWorkspaceのインストールフォルダーが以下のように Program Files (x86)フォルダ
ー配下に自動で変更されます。 

C:¥Program Files (x86)¥Soliton WrappingBox 

また、当該環境においては以下の制約事項がありますので注意してください。 

 SecureWorkspaceデスクトップ上のSecureBrowserやSecureBrowser Proのショート
カットは、アップデート後にリンク切れの状態になります。リンク切れのショートカットを手動で
削除後、SecureWorkspaceスタートメニューの SecureBrowser（SecureBrowser Pro）
の右クリックメニューから「ショートカットの作成」をクリックし、ショートカットを再作成して
ください。 

 アプリケーション情報を含む設定ファイルのインポートを行っている環境では、アップデート後に
再度インポートを行う必要があります。 

 SecureWorkspaceのインストールフォルダーにインストールモジュール以外のファイルが存在
していた場合、そのファイルはアップデート時に削除されません。手動で削除してください。 

 Windowsのデスクトップなどに SecureWorkspaceの実行ファイル「SandboxMain.exe」
へのショートカット（SecureWorkspaceのショートカットやリモートデスクトップ接続のショ
ートカットなど）を作成していた場合、アップデート後にリンク切れの状態になります。必要に応
じてショートカットを再作成してください。 
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以下の条件に一致するWrappingBox V1.4.1以前の環境からアップデートする場合は、アップデー
ト前にそれぞれの対応を行ってください。 

 プロファイルの[ログアウトしてもマイフォルダーにファイルを保持]に「保持する」が設定されて
おり、マイフォルダー内にファイルを保存している。 

【内容】ファイラーが ClearFolder に切り替わるため、アップデート後は旧マイフォルダー内に保
存されていたファイルを参照できなくなります。 

【対応】マイフォルダー内に保存されている必要なファイルを、 
SecureFileや FileZen/FileZen Sなどへ退避した上で、アップデートを行ってください。 

ファイルを退避せずにアップデートした場合でも、マイフォルダーファイル移行ツールを使
用して旧マイフォルダー内に保存されていたファイルを ClearFolder へ移行することがで
きます。 

 [エキスパートモードを利用する]を有効にした設定情報をインポートしている。 

【内容】エキスパートモードの設定はプロファイルで管理するように変更されたため、アップデート
時にプロファイルの設定（デフォルトの設定は「許可しない」）で上書きされます。 

【対応】適用されるプロファイルの以下の設定を「許可する」に変更した上で、アップデートを行っ
てください。 

●[動作設定]タブ-[SecureWorkspace]-[登録アプリ動作中のログイン] 

●[動作設定]タブ-[SecureWorkspace]-[SecureWorkspaceデスクトップの最小化] 

 

 5.2 アップデート 
1. SecureWorkspaceをインストールするコンピューターにログインします。 

2. 「SolitonSecureWorkspaceV14x.exe」をダブルクリックすると、セットアップ画面が表示されま
す。<インストール>をクリックしてください。 

※ユーザーアカウント制御の確認画面が表示された場合は、<はい>をクリックしてください。Windows
の標準ユーザーで実行した場合、Windowsの管理者アカウントとパスワードの入力が必要です。 

3. アップデートが完了すると、セットアップ完了画面が表示されます。<閉じる>をクリックしてくださ
い。再起動を要求するメッセージが表示された場合はコンピューターの再起動を行ってください。 

 


	Soliton SecureWorkspace V1.4.8リリースノート
	目　次
	1　本書について
	2　新機能
	 V1.4.6からの新機能
	 V1.4.4からの新機能
	 V1.4.3からの新機能
	 V1.4.2からの新機能
	 V1.4.0からの新機能

	3　改善項目および変更項目
	 3.1　改善項目
	 V1.4.8での改善項目
	 V1.4.7での改善項目
	 V1.4.6での改善項目
	 V1.4.5での改善項目
	 V1.4.4での改善項目
	 V1.4.3での改善項目
	 V1.4.2での改善項目
	 V1.4.1での改善項目
	 V1.4.0での改善項目

	 3.2　変更項目
	 V1.4.8での変更項目
	 V1.4.6での変更項目
	 V1.4.4での変更項目
	 V1.4.3での変更項目
	 V1.4.2での変更項目
	 V1.4.1での変更項目
	 V1.4.0での変更項目


	4　制約事項および注意事項
	 4.1　制約事項
	 4.2　注意事項

	5　アップデート
	 5.1　アップデート前の確認事項
	 5.2　アップデート




<<

  /ASCII85EncodePages false

  /AllowTransparency false

  /AutoPositionEPSFiles true

  /AutoRotatePages /None

  /Binding /Left

  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)

  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)

  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)

  /CannotEmbedFontPolicy /Warning

  /CompatibilityLevel 1.5

  /CompressObjects /Off

  /CompressPages true

  /ConvertImagesToIndexed true

  /PassThroughJPEGImages true

  /CreateJDFFile false

  /CreateJobTicket false

  /DefaultRenderingIntent /Default

  /DetectBlends true

  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged

  /DoThumbnails false

  /EmbedAllFonts true

  /EmbedJobOptions true

  /DSCReportingLevel 0

  /SyntheticBoldness 1.00

  /EmitDSCWarnings false

  /EndPage -1

  /ImageMemory 1048576

  /LockDistillerParams false

  /MaxSubsetPct 100

  /Optimize true

  /OPM 1

  /ParseDSCComments true

  /ParseDSCCommentsForDocInfo true

  /PreserveCopyPage true

  /PreserveEPSInfo true

  /PreserveHalftoneInfo false

  /PreserveOPIComments false

  /PreserveOverprintSettings true

  /StartPage 1

  /SubsetFonts true

  /TransferFunctionInfo /Apply

  /UCRandBGInfo /Preserve

  /UsePrologue false

  /ColorSettingsFile ()

  /AlwaysEmbed [ true

  ]

  /NeverEmbed [ true

  ]

  /AntiAliasColorImages false

  /DownsampleColorImages true

  /ColorImageDownsampleType /Bicubic

  /ColorImageResolution 300

  /ColorImageDepth -1

  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeColorImages true

  /ColorImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterColorImages true

  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /ColorACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /ColorImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000ColorACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000ColorImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasGrayImages false

  /DownsampleGrayImages true

  /GrayImageDownsampleType /Bicubic

  /GrayImageResolution 300

  /GrayImageDepth -1

  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeGrayImages true

  /GrayImageFilter /DCTEncode

  /AutoFilterGrayImages true

  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG

  /GrayACSImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /GrayImageDict <<

    /QFactor 0.15

    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]

  >>

  /JPEG2000GrayACSImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /JPEG2000GrayImageDict <<

    /TileWidth 256

    /TileHeight 256

    /Quality 30

  >>

  /AntiAliasMonoImages false

  /DownsampleMonoImages true

  /MonoImageDownsampleType /Bicubic

  /MonoImageResolution 1200

  /MonoImageDepth -1

  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000

  /EncodeMonoImages true

  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode

  /MonoImageDict <<

    /K -1

  >>

  /AllowPSXObjects false

  /PDFX1aCheck false

  /PDFX3Check false

  /PDFXCompliantPDFOnly false

  /PDFXNoTrimBoxError true

  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true

  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [

    0.00000

    0.00000

    0.00000

    0.00000

  ]

  /PDFXOutputIntentProfile (None)

  /PDFXOutputCondition ()

  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)

  /PDFXTrapped /Unknown



  /Description <<

    /FRA <>

    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)

    /DEU <>

    /PTB <>

    /DAN <>

    /NLD <>

    /ESP <>

    /SUO <>

    /ITA <>

    /NOR <>

    /SVE <>

    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>

    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>

    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>

    /JPN <FEFF30de30cb30e530a230eb75288a2d5b9a>

  >>

>> setdistillerparams

<<

  /HWResolution [2400 2400]

  /PageSize [612.000 792.000]

>> setpagedevice



